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成果に端を発し、すでに 40 年以上の歴史がある。また 1990 年代以降は「パエサッジョ・
ストリコ」（歴史的な景観）の保存活用にかんする研究を散見できるようになった。本章で
は、それらがテリトーリオという、より広域の地域資源の一端をなすことを明らかにする。
さらにテリトーリオに、同様のメカニズムを見いだすことを目的とした本研究の意義を論
ずる。 
 
 第２章では、19 世紀まで維持されていた理想的なテリトーリオの特性を把握する。次い
で近代化を背景とした、理想的なテリトーリオの変容の実態を明らかにする。この変容の
メカニズムを理解するうえで、土地利用に着目する。理想的なテリトーリオの「歴史的な
市街地」「農業地域」「自然の豊かな地域」という３分類の土地利用が、近代化の影響を受
けて「歴史的な市街地」「新たに立地した近代の市街地」「農業地域」「自然の豊かな地域」
という４分類に変容したことを示して、以降の論を進めるための方向づけをする。 
 
 第３章では、20 世紀の初頭に端を発した、都市計画界における歴史的地域資源の保存活
用に向けた取り組みについて論じる。前章に述べたテリトーリオの変容により、「都市地域」
「農業地域」「自然の豊かな地域」の有機的結びつきは希薄になった。そのため第２次世界
大戦前に国民の間に広がった議論も、歴史的な市街地の保存活用と自然の豊かな地域の保
護を、個別の運動となっていた。そこで本章では 20世紀前半の都市計画界が、双方の課題
を解決するために、テリトーリオの再評価に結びつく価値観、すなわち「芸術的チェント
ロ・ストリコ」の保存活用、農業とパエサッジョの保護という戦後復興の展望を生み出す
に至った経緯を明らかにする。そのうえ、近代的都市計画の実践と歴史的地域資源の保存
活用の両立という立脚点を築いたことを導く。 
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 第４章では、陣内が我が国に紹介した「テッスート・ウルバーノ」（都市組織）という概
念にかんする研究を引き継ぐ。テッスートという語用そのものは 20世紀前半から、市街地
の有機的な全体像に言及する際に用いていた。その後、1950 年にテッスート・ウルバーノ
という用語が誕生し、約 10年をかけて、 
・街区を形態学的に分析する方法、 
・市井の建造物を類型学的に分析し、その集合体として市街地の有機的全体像を捉える方 
法、 
以上の２つの分析の視点をもつ概念として発展した過程を明らかにする。この概念が後に
実践的な分析の手法として、 
・チェントロ・ストリコの保存活用に応用された点、 
・後年になると両者を融合した「ストゥルットゥーラ・ウルバーナ」（都市の構造）という 
 概念の礎となった点、 
・「真正性」（アウテンティチタ）という保存活用すべき歴史性の質を問うようになった点、 
以上３点にも言及する。 
 
 第５章、第６章は、20 世紀後半のテリトーリオを対象として、スプロールする都市地域
と、その市街地に侵蝕を受けた農業地域について論ずる、対をなす章として構成する。 
 
 第５章では、都市地域を対象として、チェントロ・ストリコと、農業地域を侵蝕して立
地した近代以降に官民がうみだした市街地について論ずる。我が国ではチェントロ・スト
リコの保存活用の取り組みにかんする既往研究の層が厚い。本章では、ローマ市のチェン
トロ・ストリコの保存活用を中心にとりあげる。研究の新たな視点として、一連の取り組
みを複数のモデルとして浮き彫りにし、その汎用的な成果を明らかにする。 
 一方、近代以降に官民がうみだした新しい市街地が、都市とテリトーリオの不均衡の元
凶として、国内の研究において指摘されたのは 1960年代の中期だった。当初の研究は市街
地の拡散を抑止し、この不均衡を解消する方法の模索だった。1990 年代に入り、この市街
地を「チッタ・ディフーザ」（中心がなく広がった市街地）と呼び、肯定的に評価するに至
った。 
 この評価と並行して、歴史性を核として市街地全域を再編するチッタ・ストリカ（歴史
都市）という計画概念が生まれ、2003 年に施行された、都市地域全域をテッスートとして
理解するローマ市の都市計画マスタープランに帰結したことを明らかにする。 
 
 第６章では、農業地域の保存活用に向けた取り組みを概観する。戦後の数十年の都市計
画界の大方の見解は、必ずしも積極的ではなかった。わずかな研究者が 1960年代の早い時
期から「テッスート・テリトリアーレ」（テリトーリオの組織）、「パエサッジョ」（景観）
の計画論的定義に向けて研究を進め、その成果を 1970年代の初頭に世に問うた。戦前に端
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を発する農業地域の保護に向けた研究は、やはり少数の都市計画家や都市史家が、上記の
概念的な研究と並行して、分析や計画の手法の開発を継続してきた。この流れは、戦後の
伝統的な農耕技術の喪失に警鐘を鳴らした地理学や、生態系の保護を重視する農学の分野
と合流した。1970 年代にはその分析の視点として、土地利用によって広域的に理解する視
点と、景観構成要素として非建築物を建築的な言語として理解する詳細な視点の、ふたつ
の潮流が生まれた。1980 年代初頭には、双方の特徴を併せもつ、テリトーリオ全域を詳細
に分析する手法に収斂したことを明らかにする。これらの分析が、テッスートという概念
に基づく、形態学的分析と類型学的分析の手法を応用していた点にも、とくに言及する。 
 
 第７章では、1990 年代に実践の段階に進んだテリトーリオの再評価について論ずる。事
例として取り上げる計画手法の共通点が、チェントロ・ストリコ、比較的規模の小さな近
代以降の官民がうみだした市街地、農業地域、周辺の自然の豊かな地域を、その歴史性を
背景として有機的に結びつけた点にあったことを、社会のニーズとともに明らかにする。 
 さらにテリトーリオの再評価のためには、歴史を生かした地域づくりに向けたマネージ
メントの必要性が提唱され、その手法として 1992年にユネスコの世界文化遺産のカテゴリ
ーとなった「文化的景観」の保存計画の活用と、景観ガイドラインの策定が提案されたこ
とを明らかにする。 
 
 終章にあたる第８章では、第１章から本章までの検討の結論として、 
・近代都市計画と歴史的地域資源の保存活用の両立という都市計画界の理念が、テリトー
リオの包括的な保存活用を可能にしたこと、 
・都市組織という、チェントロ・ストリコの有機的全体像を示す分析手法の起源と特性を
明らかにしたこと、この手法が都市全域やテリトーリオにも応用されたこと、 
・農業地域の歴史的景観の分析手法が、20世紀をつうじた多分野における評価を背景とし 
て、1970 年代に確立したこと、この手法を背景として世界遺産の文化的景観として登録
するに至ったこと、 
・法定都市計画による対象地域の制御、文化的景観の保存計画によるマネージメント、こ
れらの計画を複合的に活用することにより、テリトーリオの歴史的側面の持続を可能と
しえたこと、 
以上４つの視点に収斂する。これらの結論より、かつての理想的なテリトーリオに手が加
割った状況を、今日の価値観に基づき包括的に再評価するに至ったイタリア都市計画界の
知見を明らかにするものである。 
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２．審査結果の要旨 
 
 本論文は、豊かな歴史と自然の資産を誇るイタリアの都市計画の領域で、８０年代後半
以降、急速に再評価が進んでいる「テリトーリオ」（都市とその周辺地域の全体）を対象と
し、その理論化と実践の展開について歴史的に遡りながら考察したものである。主な成果
は以下のとおりである。 
 
１．都市と周辺農村が有機的に結ばれた理想的テリトーリオの在り方が近代化の過程で失 
われたことへの危機感から、戦前に始まり、１９８０年代、そして現在に至るまで、イタ
リアにおけるテリトーリオの再評価がいかなる段階を経て展開したのかを明確に示した。
同時に、戦後の開発破壊に抗して生れたチェントロ・ストリコ（市壁内の旧市街）の評価、
後に価値が定義されたその外縁部も含むチッタ・ストリカ（歴史都市）の概念を検証し、
より包括的なテリトーリオ（周辺地域）へ保存再生の対象がダイナミックに広がった過程
を解き明かした。 
 
２．都市やテリトーリオを分析する際にその有機的全体像を示すテッスート（組織）とい
う概念について、起源と特性を明らかにした。1920 年代末には都市の全体像のメタファー
として活用され、20 世紀後半には都市形態学や建築類型学に基づく分析手法として確立さ
れたことを論じた上で、都市域のみか、農作物の作付けといった非建築、テリトーリオの
全体像に対してもこの概念が応用され、分析と計画の手法として有効性を発揮したことを
論証した。 
 
３．歴史都市の価値ばかりか、早くから農業地域の再評価も始まり、２０世紀初頭のクロ
ーチェによる美的評価、１９５０年代―７０年代の植物学的、地理学的評価の系譜を明ら
かにし、農業地域のパエサッジョ（景観）に価値を見出す理念とその分析手法がイタリア
で着実に進展したことを明快に示した。それが後の都市周辺の農業地域の景観が文化的景
観として世界遺産登録に結実する背景を論じた。 
 
４．これらの新しい理念と手法が法定都市計画に着実に導入され、テリトーリオの小都市
と農業地域の再生、美しいパエサッジョ（景観）の保全・形成に大きな力となっているイ
タリアの状況を示し、それを生む保存計画の策定法、マネージメントの仕組みなどの背景
を解明した。 
 
本論文は、イタリアに本来存在した理想的なテリトーリオの近代化による変容と崩壊に
対し、都市計画界がその復興、再生に取り組んだ過程を歴史的に明らかにしたものである。
こうしたイタリアが積み上げてきた経験は、景観法が施行されて十数年が経つ我が国にお
6 
 
いても、研究及び実践の知見を得る上で極めて有用であり、本論文が今後の都市／地域づ
くりに果たす役割は大きい。よって、本審査小委員会は全会一致をもって提出論文が博士
（工学）の学位に値するという結論に達した。 
 
